
熊本大学工学部 附窟革新ものづくり教育センタ ー 平成25年度 年次報告書

もの ・ クリCHALLENGE2013 実施報告

もの ・ クリCHALLENGE2010 WG長物質生命化学科 鯉沼 陸央

1 . はじめに
最近の若年者を中心とした理系離れや技能離れとい

った傾向や少子化減少が続く中で、 我が国の産業の発
展を担ってきた技能者の確保が困難となってきており、
これに対応するために、 若年者にものづくりの楽しさ
や素晴らしさを知る機会を数多く提供することが求め
られている。 工学部では、 ものづくり教育における専
門的教育体系の確立と共にさらなる充実化を図るべく、
平成1 3年度から「ものづくりコンテスト」を開催し
てきた。 しかしながら、 近年、 このコンテストへの自
主的な応募が減少しており、 低学年から工学部学生に
対して、 ものづくりへの興味や関心を持たせることが
重要であると考えられる。 そこで、 昨年度から、 7月
には 「アイデア」のみを対象としたコンテストを開催
し、 そのアイデアコンテストの応募内容を公表するこ
とによって、 11月の実際に作品を制作する「制作部
門jのコンテストの参考になるように、 リレー式で、コ
ンテストを実施している。

2. これまでの経緯
平成1 3年度から教務委員会や学生支援委員会が、

平成1 6年度からは授業改善·F D委員会が、 「ものづ
くり教育Jの一環として、 構想力や表現力を競うコン
テスト 「もの ・ クリコンテスト」を開（崖してきた。 こ
のコンテストは、 工学部の学生に対して、 夢のある自
由なアイデアを構想し、 その構想、を具体的に表現し、
主体的かっ自立的に創造活動に参加する機会を与える
ことに加えて、 こうした活動による情報発信が地域社
会との連携も含む広い意味での体験的教育になること
を目的にしてきた。

平成18年度からは、 さらなるものづくり教育の充
実を図る目的で、 学生たちの自由なアイデアの構想、！と
それを具体的に表現する力を競うための行事である
「もの ・ クリコンテスト」と、 単純なアイデアを原点
として、 主に実用的なある「もの」を具体的に製作さ
せる創造融合工学教育センタ ー主催の 「サマーチャレ
ンジ」を合併させて、 「もの ・ クリ ChallengeJとし
てコンテストを実施している。

このような範緯のなか， 平成23年度より新しく改
組された「革新ものづくり教育センタ ー」がスタ ート
し， 学部を超え ， 大学を超え， 国を超えて協働するも
のづくり展開力の教育を目標にした事業の中の取り組

みの一環として ， 今までの成果を生かしながら発展さ
せていくため， 平成2 3年度から、 学外からの参加者
を募るコンテストへ拡大してきた。図1に示すように、
ここ数年、 制作コンテストへの応募者数は、 横ばし、傾
向であるが、 平成2 3年度からは、 学外からの参加者
も含むため、 学内参加者は大きく減少している。 そこ
で、学内参加者の増加を期待し、平成24年度からは、
6月にアイデア部門を実施した後、 そのアイデアを基
にして、 11月に制作部門を実施するリレー式コンテ
ストへ内容を拡充してきた。
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3. もの・クリCha I I enge 2013
自主的なコンテストの参加者の増加を目指し、 過去

の\VinterCallengeで好評を得ていた「あかり」を再び
テーマとして設定し、 応募作品をさらに進化・飛躍さ
せた作品が出品されることを期待した。 また、 昨年度
から、 前学期に、 現状の技術レベノレで、は実現不可能な
ものも含めた 「アイデア部門Jを実施し、 アイデア部
門での応募作品を参考にすることで、 後学期に実施す
る「制作部門Jへの応募増加を期待したリレー形式で
コンテストを開イ崖した。
3 1 アイデアコンテスト

アイデアコンテストは、 工学部の学部生のみを対象
とし、 A4用紙1枚のイメ ージイラストとA4用紙1枚
の説明文を提出させ、 その内容で評価した。 図2に示
したように、 応募作品総数は、 48作品で、 幅広い学
年からの応募があった。 また、 学科内訳は、 物質生命
化学科2 6作品、 マテリアル工学科1作品、 機械 、ンス
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